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更
な
る
発
展
を
目
1旨

し
て

入学式での校歌紹介

月
日
会
の
皆
様
に
は
、
益
々
ご
清

祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
１１
月
２３
日
、
田
高
の
創
立

６０
周
年
記
念
式
典

・
祝
賀
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
実
行
委
員
長
を
仰
せ

つ
か
り
、
・６
代
中
野
英
雄
校
長
先
生

の
ご
指
導
を
頂
き

一
年
半
の
長
い
準

備
に

一
生
懸
命
取
り
組
ま
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
の
ご
理

田
中
博
隆
氏

（
６
期
）
は
、
長
年

の
間
会
長
職
を
担
い
月
日
会
活
動

を
牽
引
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
昨

秋
の

「
６０
周
年
記
念
事
業
」
を
区

切
と
し
て
、
世
代
交
代
の
た
め
に

辞
任

の
意
思
を
表
明
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
会
計
監
査
の
家
入
囲

子
氏

（
３
期
）
か
ら
も
同
様
に
辞

任
の
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
ら
に
よ
り
、
月
日
会
幹
事
会
は
、

名
誉
会
長
、
会
長
、
会
計
監
査
選

任
の
た
め
、
総
会

（紙
上
）
を
開
催

し
、
次
の
方
々
を
そ
れ
ぞ
れ
推
薦
い

た
し
ま
す
。

①
名
誉
会
長
　
田
中
　
博
隆
氏

（
６
期
）
新
任

＊
田
中
博
隆
氏
は
、
昭
和

６３
年
度

よ
り

８
期

２２
年
に
わ
た
り
月
日

会
会
長
職
を
務
め
ら
れ
ま
し

た
。
新
会
長
を
支
え
る
た
め
に
、

名
誉
会
長
に
推
薦
い
た
し
ま
す
。

解
と
ご
支
援
を
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
学
校
、
（財
）
田
園
調
布
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
元
Ｐ
Ｔ
Ａ

・
清
流
会
、
月

日
会
の
オ
ー
ル
田
高
の

「
輪
と
和
」

を
心
か
ら
感
じ
ま
し
た
。
生
徒
さ
ん

の
式
典
発
表
会
は
、
素
晴
ら
し
い
も

の
で
、
東
京
都
教
育
委
員
会
委
員
長

木
村
孟
様
か
ら
お
褒
め
の
お
言
葉
を

頂
き
ま
し
た
。

月
日
会
の
地
域
社
会
へ
の
貢
献
活

動
は
、
（財
）
田
園
調
布
の
事
業
を
支

え

て
お
り
ま
す
。
昨
年
は
、
月
日

会

・
オ
ー
ル
田
高
の
方
々
９
５
９
名

の
動
員
を
頂
き
ま
し
た
。
う
ち
、
生

徒
さ
ん
の
参
加
が
３
７
７
名
と
、
『奉

仕
』
の
授
業

へ
の
事
業
と
し
て
、
生

徒
さ
ん
の
社
会
性
を
育
て
る
良
い
機

②
会
　
　
長
　
鍵
和
田
幹
夫
氏

（
・９
期
）
新
任

（現
副
会
長
）

③
会
計
監
査
　
干
川
　
勝
重
氏

（
６
期
）
重
任

（現
会
計
監
査
）

④
会
計
監
査
　
簡
　
　
　
敏
氏

（
９
期
）
新
任

（前
会
計
委
員
長
）

右
案
件
の
投
票
は
、
会
費
振
り

込
み
の
際
に

「
振
込
用
紙
」
の
候

補
者
の
賛
否
欄
に
○
印
を
お
付
け

く
だ
さ
い
。

９
月
３０
日

（木
）
事

務
局
到
着
分
ま
で
を
有
効
と
し
ま

す
。
未
返
信
お
よ
び
未
記
入
の
分

は
、
賛
成
委
任
と
み
な
し
、
過
半

数
の
賛
成
を
も

っ
て
承
認
さ
れ
た

も
の
と
い
た
し
ま
す

（会
則
第

３

章
第

８
条
第

４
項
第

５
号
）
。
会

員
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
本

議
案
が
承
認
さ
れ
た
場
合
に
は
、

１０
月
１
日

（金
）
か
ら
新
体
制
に

移
行
し
、
月
日
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
す
。　
　
　
　
幹
事
会

会
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

学
校
で
は
、
中
野
英
雄
前
校
長
先

生
に
２
年
間
、
伊
藤
　
豊
前
経
営
企

画
室
長
に
３
年
間
、
大
変
お
世
話
様

に
な
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

前
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
田
中
美
枝
子
様
、
清

流
会
会
長
糸
瀬
敬

一
様
の
ご
支
援
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
ｏ
今

年
度
は

１７
代
桑
原
　
洋
校
長
先
生
、

鈴
木
真
由
美
経
営
企
画
室
長
が
就
任

さ
れ
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
ご

指
導
の
程
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

月
日
会
幹
事
会
も
月
日
会

６０
周
年

に
向
け
て
船
出
し
ま
し
た
。
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
強
力
に
し
て
ゆ
く
た
め
、

新
副
会
長
に
源
田
真
由
美
さ
ん

（
２０

期
）
と
山
本
順
子
さ
ん

（
２４
期
）
を

指
名
し
、
幹
事
会
の
承
認
を
頂
き
ま

中
野
英
雄
先
生
の
後
任
と
し
て
、

四
月

一
日
付
け
で
、
都
立
美
原
高
等

学
校
の
副
校
長
か
ら
着
任
い
た
し
ま

し
た
。
昨
年
度
は
、
創
立
六
十
周
年

記
念
式
典
挙
行
の
際
に
、
月
日
会
の

皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

本
校
は
長
い
歴
史
を
持
ち
、
月
日

会
の
皆
様
、
清
流
会
の
皆
様
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
皆
様
、
こ
れ
ら
を
東
ね
る
財
団

の
皆
様
か
ら
強
い
ご
支
援
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
支
援
の

お
蔭
で
本
校
の
教
育
活
動
が
充
実
し

て
お
り
ま
す
。
皆
様
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

今
年
度
の
入
学
式
は
、
四
月
七
日

都
立
田
園
調
布
高
等
学
校
長
　
第
17

代

桑
　
原

　

　

洋

し
た
。
鍵
和
田
、
源
田
、
山
本
、
小

西
副
会
長
に
責
任
役
割
分
担
し
て
、

会
長
の
会
務
を
補
佐
し
て
頂
き
ま
す
。

こ
の
紙
上
総
会
で
、
田
中
は
会
長
を

辞
任
し
、
鍵
和
田
幹
夫

（
１９
期
）
さ

ん
を
新
会
長
に
推
薦
申
し
上
げ
ま
し

た
。
鍵
和
田
さ
ん
は
会
務
を
総
理
す

る
に
充
分
力
を
も
つ
た
方
で
す
。

初
代
岡
沢
校
長
先
生
か
ら
現
１７
代

桑
原
校
長
先
生
に
至
る
ま
で
諸
先
生

方
の
ご
指
導
を
頂
き
、
ま
た
月
日
会

の
皆
様
に
は
長
い
間
多
大
な
ご
支
援

と
温
か
い
励
ま
し
を
頂
き
心
よ
り
感

謝
を
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。
会
員

の
皆
様
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
お
祈

り
致
し
て
お
り
ま
す
。

財
回
法
人
田
園
調
布
　
理
事
長

学
校
運
営
連
絡
協
議
会
協
議
委
員

に
二
四
二
名
の
新
入
生
を
迎
え
無
事

終
了
い
た
し
ま
し
た
。
入
学
式
の
際

に
、
上
級
生
に
よ
る
筆
曲
の
演
奏
、

吹
奏
楽
部
の
演
奏
あ
る
い
は
、
校
歌

の
合
唱
な
ど
素
晴
ら
し
い
パ
フ
オ
ー

マ
ン
ス
で
し
た
。
本
校
生
徒
の
持
つ

優
れ
た
力
を
更
に
伸
張
し
な
く
て
は
、

と
の
思
い
を
強
く
持
ち
ま
し
た
。

着
任
後
、
様
々
な
場
面
で
、
卒
業

生
の
皆
さ
ま
の
活
躍
状
況
を
伺

っ
て

お
り
ま
す
。
本
校
の
す
ば
ら
し
い
伝

統
に
恥
じ
な
い
よ
う
、
学
力
を
向
上

し
、
皆
さ
ま
の
よ
う
に
様
々
な
分
野

で
活
躍
す
る
人
材
を
育
成
で
き
る
よ

う
、
教
職
員
が

一
致
し
て
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

月
日
会
の
皆
様
に
は
こ
れ
ま
で
以

上
に
ご
支
援
を
お
願
い
す
る
こ
と
も

あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
お
時
間
の
あ

る
際
に
は
、
日
園
調
布
高
等
学
校

ヘ

来
て
い
た
だ
き
、
母
校
の
更
な
る
発

展
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第
８
代
学
校
長
　
寺
島
甲
祐
先
生

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
成
２．
年

１

月
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
（
８４
歳
）

昭
和

５４
年
か
ら
６
年
間
田
高
に
ご

在
籍
く
だ
さ
り
、
ご
退
職
後
、
学
校

法
人
竹
早
学
園
に
て
講
師
を
務
め
ら

れ
ま
し
た
。
ご
専
門
は
、
「倫
理

・
社

会
」
で
、
「西
洋
の
倫
理
思
想
」
（城

南
印
刷
）
の
著
書
等
が
あ
り
ま
す
。

田
高
就
任
の
年
、
創
立
３０
周
年
記
念

式
典
を
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和

５５
年

１２
月
に
は
、
先
生
の
ご

指
導
に
よ
り

「
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
報
」
の
創

刊
号
が
発
刊
さ
れ

「創
造
力
を
伸
ば

す
教
育
こ
そ
最
も
大
切
な
教
育
の
原

理
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
先

生
は
、
財
団
法
人
田
園
調
布
の
理
事

長
と
し
て
、
「山
中
寮
」
の
維
持
管
理

に
大
変
ご
苦
労
さ
れ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
月

日
会
と
検
討
の
上
、
学
校
運
営
の
援

助
財
団
と
な
れ
ば
と

「山
中
寮
」
を

売
却
。
現
在
の
基
本
財
産
の
基
を
築

か
れ
ま
し
た
。

ご
退
職
後
も

「
田
高
で
生
ま
れ
た

友
情
は
生
涯
生
き
続
け
る
も
の
で
す
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
月
日
会
活
動
を
大

切
に
し
、
発
展
す
る
よ
う
に
と
常
に

温
か
い
ご
支
援
を
頂
き
ま
し
た
。
月

日
会
は
、
先
生
に
励
ま
さ
れ
な
が
ら

活
動
し
て
き
ま
し
た
。
田
高
を
愛
し

て
く
だ
さ
っ
た
寺
島
先
生
と
の
お
別

れ
は
、
大
変
さ
び
し
く
、
悲
し
い
で

す
。
月
日
会

一
同
心
よ
り
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
あ
げ
て
お
り
ま
す
。

（遺
稿
）

一我
が
生
涯
に
悔
な
し
一

天
下
に
王
と
な
る
も
　
あ
ず
か
り

存
せ
ざ
る
　
教
育
と
い
う
精
神
的
価

値
と
楽
し
み
の
中
に
生
き
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
で
あ
る
。

月
日
会
六
〇
周
年
に
向
か
っ
て
新
た
な
船
出
を

目

套

写

理

田

中

博

隆

60周年祝賀会で

校歌を歌う会長

―――Ｉ
Ⅲ

紙
上
総
会
開
催

Ⅲ
ＩＩＩＩ

寺
働
え
校
長
先
生

゛
」

垂

去

０
■
，t

今
春
六
十

一
期
生

二
四
三
名
入
学

入
学
式
に
参
列
し
て
…

田
高
の
第

６．
回
入
学
式
が
執
り
行

わ
れ
た
の
は
、
例
年
よ
り
早
い
満
開

を
迎
え
た
桜
の
花
が
、
散
る
こ
と
な

く
新
入
生
を
祝
福
し
て
い
た
四
月
七

日
の
こ
と
で
し
た
。
肌
寒
さ
を
感
じ

る
体
育
館
で

一
人

一
人
の
名
前
が
呼

ば
れ
た
時
、
元
気
な
声
で
、
ま
た
消

え
入
り
そ
う
に
小
さ
な
声
で
返
事
を

し
て
い
た
新
入
生
の
皆
さ
ん
が
、
い

つ
か
共
に
声
を
合
わ
せ
力
を
合
わ
せ

て
、
大
き
な
田
高
生
の
輪
を
作
り
上

げ
て
い
く
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
演
奏
や
合
唱
で
皆
さ
ん
を
歓

迎
し
て
く
れ
た
先
輩
達
の
よ
う
に
…

２。
期
　
源
田
真
由
美

弱
期
生
卒
業
式

平
成

２２
年
３
月

１３
日
、　
５８
期
生
の

卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

田
高
生

で
あ

る
最
後

の
日
を
迎

え
、
名
残
惜
し
そ
う
に
ゆ

っ
く
り
と

入
場
行
進
を
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

ま
し
た
。
卒
業
生
か
ら
の
言
葉
、
在

校
生
か
ら
の
言
葉
が
交
わ
さ
れ
、
ま

た
先
生
や
来
賓
の
方
か
ら
の
祝
辞
を

聞
き
、
終
わ

つ
て
し
ま

っ
た

３
年
間

や
こ
れ
か
ら
に
思
い
を
馳
せ
て
い
る

よ
う
で
し
た
。
校
歌
合
唱
で
は
体
育

館

い

っ
ぱ

い
に
卒
業
生

の
声

が
響

き
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
四
重
奏
で

し
た
。
卒
業
生
の
皆
様
、
お
め
で
と
う
ご

ざ

い
ま
す
。

“
期
　
山
梨
　
裕
加

田高時代

の先生

会
長

（６
期
）
田
中
博
隆

年
会
費
ご
納
入
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
す
。
◆
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
月
日
会
活
動
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
会
報
を
皆
様
に
お
届
け

で
き
る
の
も
皆
様
か
ら
の
年
会
費

・
ご
寄
付
の
お
か
げ
で
す
。
ご
協
力
を
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

多摩
合
唱
祭
か
ら
生
ま
れ
た
日
高
校
歌

の
４
部
合
唱
。
私
が
初
め
て
混
声
４

郡
合
唱
の
校
歌
を
聴

い
た
の
は

５７
期

生
の
卒
業
式
で
の
こ
と
。
卒
業
生
の

歌
声
が
素
晴
ら
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
と

な

っ
て
重
な
り
合

い
、
体
育
館
に
響

き
渡

っ
た
時
の
感
動
は
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
。
創
立

６０
周
年
記
念
式
典

で

も
、
大
ホ
ー
ル
に
校
歌
が
響
き
、
再

び
感
動
を
味
わ
う
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
そ
し

て
、
新
し

い
校
歌
Ｃ
Ｄ

（財
団
法
人
田
園
調
布
作
製
）
に
は
、

平
成

２０
年
度
合
唱

コ
ン
ク
ー
ル
優
勝

ク
ラ
ス
の
歌
う
４
部
合
唱
が
加
わ
り

ま
し
た
。
多
く
の
方
に
こ
の
曲
を
お

聴

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

で
も
、

２４
期
生
の
私
が
歌
え
る
の

は
昔
な
が
ら
の
校
歌
斉
唱
で
す
。
創

立

６０
周
年
記
念
祝
賀
会
の
締
め
も
校

歌
斉
唱
。
懐
か
し
い
方
々
と
の
歓
談

の
後
、
田
高
を
応
援
し
て
く
だ
さ
る

皆
様
の
声
が
明
る
く
揃
い
、

１
期
生

か
ら

５７
期
生
ま
で
期
を
問
わ
ず
、
笑

顔
で
元
気
に
歌

っ
た
楽
し
い
ひ
と
時

で
し
た
。
校
歌
を
皆
で
歌
う
時
、
歌

の
力
が

一
つ
に
ま
と
ま
る
の
を
感
じ

ま
す
。

２４
期
　
山
本
　
順
子

謝
卒
業
塗

五
十
八
期
生

三
百
三
十
一
名

田
高
卒
業
生
は
延

一
万

五
千
七
百
二
十
四
名
と
な

り
ま
し
た
。
連
絡
可
能
月

日
会
会
員
は
、
約

一
万

一

千
九
百
名
で
す
。

発 行 所

部立田園ロロ珂布高等学校

同窓会 月 日 会
東京都大田区田園調布南2牛 1

発 行 人  田 中 博 隆
編集責任者  小 西 正 晃

●
月
日
会
６０
周
年
に
向
か
っ
て
新
た
な
船
出
を

ｏ
紙
上
総
会
開
催

●
母
校
６。
周
年
記
念
事
業
盛
大
に
開
催
さ
れ
る

０

「
ぽ
ろ
に
あ
祭
」
バ
ザ
１
９
月
１８
日
ω
開
催

●
寺
島
元
校
長
先
生
ご
逝
去

おもな内容
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都立田園調布高校月日会々報

歴代校長先生方と 学校長挨拶

十七弦琴贈呈

オーケストラチャイム贈呈  茶道部へ傘を贈呈  ピッチングマシン贈呈

鏡開き

刊0期 矢口さん

1期 染野さん   閉会の辞 (鍵和田副会長)

第 31号

会委員長 木村孟様挨拶

挙由部

ダンス同好会

吹奏楽部

平
成
２．
年

１１
月
２３
日

（祝
）
午
後

２
時
、
秋
晴
れ
の
な
か

「
め
ぐ
ろ
パ

ー
シ
モ
ン
」
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

母
校
田
園
調
布
高
等
学
校
の
創
立
６０

周
年
記
念
式
典
が
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
学
校
長
式
辞
の
後
、
木
村

孟
東
京
都
教
育
委
員
会
委
員
長
に
ご

挨
拶
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

記
念
事
業
委
員
会
委
員
長
と
し
て
田

中
博
隆
月
日
会
会
長
の
挨
拶
、
記
念

品
贈
呈
、
感
謝
状
贈
呈
と
式
典
は
滞

り
な
く
進
行
し
ま
し
た
。
第

一
部
最

後
の
校
歌
合
唱
で
は
会
場
い
っ
ぱ
い

に
混
声
四
部
合
唱
の
校
歌
が
響
き
渡

り
ま
し
た
。
休
憩
時
間
に
は
ロ
ビ
ー

で
茶
道
部
の
お
手
前
や
、
月
日
会
が

中
心
と
な
っ
て
準
備
し
た
パ
ネ
ル
展

示
を
来
場
者
は
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
第
二
部
で
は
、
筆
曲
部

・
ダ
ン

ス
同
好
会

・
吹
奏
楽
部
の
発
表
が
あ

り
、
生
徒
た
ち
の
日
頃
の
活
動
成
果

を
発
揮
し
て
、
ご
来
賓
の
方
々
も
満

喫
さ
れ
て
い
た
様
子
で
し
た
。

田
高

６０
周
年
に
際
し
、
記
念
事
業

委
員
会
か
ら
は
学
校

に

「
ピ

ッ
チ
ン
グ

マ

シ
ー
ン
」
「
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
チ
ャ
イ
ム
」
「十

七
弦
琴
」
「茶
道
用
傘
」

「
横
断
幕
」
が
贈
ら
れ

生
徒

の
活
動
に
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
月
日
会
か
ら
も

周
年
事
業
積
立
金
か

ら
百
万
円
を
寄
付
し

た
ほ
か
桐

の
木
３
本

を
新

た

に
贈

呈

し
、

植
樹
致
し
ま
し
た
。

こ
の
他
、
５０
周
年
以
降
の
十
年
間

を
ま
と
め
た
記
念
誌
を
発
行
し
、
来

場
者
等
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
１４
期

卒
業
生
の
植
田
ま
さ
し
さ
ん
デ
ザ
イ

ン
に
よ
る
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
こ
の

事
業
に

一
環
し
て
使
用
さ
れ
、
当
日

の
記
念
品
と
し
て
こ
の
マ
ー
ク
入
り

の

「
エ
コ
バ
ッ
ク
」
「
ブ

ッ
ク
カ
バ

ー
」
「
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
」
「
タ
ン

グ
ラ
ー

（祝
賀
会
の
み
と

が
制
作

さ
れ
、
参
加
者
の
想
い
出
の
品
と
な

り
ま
し
た
。

３７
期
　
小
西
　
正
晃

（記
念
事
業
委
員
会
副
委
員
長
）

記
念
式
典
終
了
後
、
め
ぐ
ろ
パ
ー

シ
モ
ン
小
ホ
ー
ル
に
て
創
立

６０
周
年

記
念
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
、
清
流

会
の
皆
さ
ん
と
月
日
会
も
協
力
し
、

和
や
か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

多
く
の
ご
来
賓
の
方
々
と
と
も
に

記
念
事
業
委
員
長
の
ご
発
声
で
鏡
開

き
が
行
わ
れ
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
は
、

月
日
会
編
集
に
よ
る
田
高
の
歩
み
を

ま
と
め
た
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
が
写
さ

れ
、
懐
か
し
い
写
真
が
ご
来
場
の
皆

様
の
話
題
に
花
を
添
え
ま
し
た
。
ア

田
高
創
立
６０
周
年
の
記
念
事
業

の
成
功
は
月
日
会

・
清
流
会

，
Ｐ
Ｔ

Ａ

・
財
団
が
心
を

一
つ
に
し
、
改
め

て
そ
の
結
束
力
を
発
揮
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。
記
念
誌
の
校
正
、
式
典

・

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
も
多
く
の
お
客
様

に
ご
登
場
い
た
だ
き
、
月
日
会
か
ら

は
、
大
先
輩

の

１
期
生

染
野
美
代

子
さ
ん
に

「
祝

い
舞
」
を
ご
披
露

い

た
だ
き
会
場
が
和
み
ま
し
た
。

１０
期

生
矢
口
雅
章
さ
ん
か
ら
在
校
時
代
の

エ
ピ

ソ
ー
ド
の
ご
紹
介
が
あ
り
、　
一

番
若

い

５７
期
生
後
藤
史
典
さ
ん
に

月
日
会
入
会

の
抱
負
を
伺

い
ま

し

た
。
ま
た
、
副
会
長

３７
期
生
小
西
さ

ん
率

い
る
田
園
調
布
ウ
ィ
ン
ド
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
の
演
奏
で
会
場
が
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
締
め
は
校
歌
斉
唱
。

祝
賀
会
の
綿
密
な
打
合
せ
、
記
念
品

の
検
討
、
記
念

ア
ル
バ
ム
の
作
成

等
、
ア
イ
デ
ア
と
実
行
力
の
素
晴
ら

し
さ
。
母
校
を
愛
す
る
そ
の
心
意
気

に
た
だ
た
だ
頭
が
下
が
る
思
い
で
あ

っ
た
。
学
校
に
育
て
ら
れ
た
同
窓
生
が
、

学
校
を
育

て
、
生
徒
を
育
て
て
い

く
。
母
校
と
は
そ
う
い
う
も
の
だ
と

思
う
。
だ
か
ら
同
窓
生
と
は
有
難
い

も
の
な
の
だ
。
田
高
の
６０
年
の
節
目

で
そ
の
思
い
が
最
も
輝
い
た
瞬
間
で

田
高
を
愛
す
る
皆
さ
ん
の
気
持
ち
を

一
つ
に
ま
と
め
て
く
れ
ま
し
た
。

２４
期
　
山
本
　
順
子

（祝
賀
会
司
会
担
当
）

あ

っ
た
。
こ
の
輝
き
を
受
け
継
い
で

い
く
の
は
在
校
生
た
ち
で
あ
る
。
自

分
の
学
校
に
誇
り
を
持

っ
て
日
々
の

勉
学
に
励
む
。
そ
の
こ
と
が
新
た
な

田
高
の
歴
史
を
築
い
て
い
く
こ
と
に

な
る
。
還
暦
を
迎
え

て
の
新
た
な
出
発
。

田
高
に
と

っ
て
輝
か
し
い
１０
年
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
田
高
生

が
そ
の
潜
在
能
力
を
十
三
分
に
発
揮

す
れ
ば
、
勉
強
、
部
活
、
行
事
と
田

高
は
も

っ
と
も

っ
と
大
き
く
成
長
で

き
る
と
確
信
し
て
い
る
。

月
日
会

へ
の
感
謝
と
在
校
生

へ
の

激
励
と
を
こ
め
、
日
高
創
立

７０
周
年

に
立
ち
会
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

た
い
。

新
た
な
■
高
の
歴
史
を
築
こ
う

前
量

中

野

英

雄

平
虜
二
十

一
年
虜
会
計
霧
告

平
″
三
十
三
年
虜
予
算

腿日

咀
闘

囲

2,9H X ttntttし

田園調布ウィンドアンサンブル
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桐の本満開

古 17 平篠 山吉

昂型 憲§糧と
男   昭夫 雄子
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籍馨堡康塗型
人 子 也 男 子

猪小
瀬 山

順 文
子彦

29
期
生

都立田園調布高校月日会々報

″
骨
▼，
か
，

Ｖ
胡
四
期

ャ
協
コ
刹孝
症

っ
加却
擁
神
…

務
縮
盤
紆

移夏深４狂零ね

こ
の
色
紙
は
、
昨
年

１１
月
の
母
校

６０
周
年
の
際
に
記
入

い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。 昨年 11月 2熟藤

久
斧

鄭
甥
堪
畔チ 桐

の
本

植
樹

母
校

６０
周
年

の
記
念
品
と
し

て
、
月
日
会
か
ら

「
桐
の
木
」

３

本
を
贈
呈
し
、
去
る
３
月

４
日
に

植
樹
し
ま
し
た
。
　

月
日
会

５０
周

年
か
ら
募
金
を
始
め
田
高
に
も

１０

本
の
桐
の
木
と
な
り
ま
し
た
。

４

月
下
旬
か
ら

５
月
上
旬
に
き
れ
い

な
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

桐の木開花 桐の木植樹

記念品

現
教
職
員

中
野
　
英
雄

笹
川
耕
太
郎

元
教
職
員

寺
島
　
甲
祐

町
田
　
由
紀

新
野
　
一爪
子

広
瀬
ミ
ネ
子

能
村
　
け
い

２
期
生

高
緑
　
　
正

木
戸
　
禎
子

林

　

　

茂

清
水
　
昌
子

清
水
　
　
博

谷
口
喜
与
之

三
好

　

聰

佐
々
木
百
合
子

倉
持
　
秀
子

松
田
　
淑
子

春
山
　
泰
男

４
期
生

寺
久
保
　
勲

鵜
飼
　
成
子

田
中
　
博
隆

稲
生
諏
訪
子

山
本
　
智
章

岡
島
　
邦
夫

金
子
　
　
隆

‐４
期
生

高
城
　
裕
之

石
垣
　
　
篤

青
山
　
有
三

高
橋
二
美
子

高
橋
　
一予
一

長
谷
川
正
春

当
間
　
一
雄

松
永
　
　
昇

初
音
み
ね
子

布
施
　
　
章

角
田
　
利
英

保
坂
　
　
誠

大
木
本

一
夫

‐８
期
生

今
井
　
一
反

憎
期
生

片
木
　
美
子

安
田
由
紀
子

鍵
和
田
幹
夫

横
山
日
出
登

竹
尾
　
弘
和

山
浦
　
恵
子

岩
波
　
絹
枝

２。
期
生

萩
原
　
　
純

源
田
真
由
美

餌
期
生

澤
田
　
　
明

大
国
　
義
弘

毎

２３
期
生

小
林
　
真
吾

涌
井
真
理
子

宮
地
　

一
雄

２４
期
生

田
中
　
秀
幸

山
本
　
順
子

佐
藤
つ
ぐ
ほ

２５
期
生

守
屋
　
佳
昭

小
林
　
敬
幸

磯
邊
　
番昌
雄

２６
期
生

小
林
　
佳
子

大
城
　
明
子

２７
期
生

平
林
　
英
子

２８
期
生

渡
辺
　
聡
哉

３。
期
生

関
口
　
直
之

柳
澤
裕
美
子

３‐
期
生

竹
尾
　
　
正

和
田
　
紀
子

一死
Ｐ
Ｔ
Ａ

平
松
　
一房
子

岡
田
美
枝
子

北
村
あ
き
子

糸
瀬
　
敬

一

手
塚
ひ
さ
子

石
塚
　
久
子

岡
本
ひ
ろ
み

池
田
け
い
子

永
久
保
初
栄

田
中
　
克
美

今
井
ま
り
子

１
期
生

中
根
　
憲

一

杉
浦
　
寛
彦

本
多
喜
太
郎

保
科
仔
志
子

熊
田
　
辰
雄

常
磐
　
彦
吉

染
野
美
代
子

河
内
　
迪
子

井
手
　
敏
雄

西
山
　
　
正

小
原
将
司
郎

月日会幹事集合写真

平成24
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月日会作成のパネル展示3

期
生

佐 家
藤 入

君 囲
子 子

５
期
生

飯
泉
　
育
雄

大
島
美
智
子

藤
田
美
智
子

綱
井
　
昭
高ヽ

木
戸
　
一
彦

志
村
　
年
弘

涌
井
　
登
代

松
山
　
成
夫

森
　
　
克
子

６
期
生

小
川
　
　
明

稲
垣
　
嘉
昭

南
雲

　

昇

干
川
　
勝
重

□

平
成
二
十

一
年
度
分
の
月
日
会
収
支
は
表
記
の
通
り

決
算
致
し
ま
し
た
の
で
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

会
計
委
員
長
　
簡
　
　
　
敏

（９
期
）

□

平
成
二
十

一
年
度
の
会
計
報
告
に
つ
い
て
適
法
か

つ

妥
当
で
あ
る
こ
と
を
認
め
ま
す
。

会
計
監
査
　
家
入
　
園
子

（
３
期
）

会
計
監
査
　
干
川
　
勝
重

（
６
期
）

□

五
月
十
五
日

（
土
）
の
幹
事

会
に
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

茨
木
　
悟
郎

４５
期
生

山
田
　
浩

一

浅
田
　
裕

一

３２
期
生

堀
井
由
紀
子

安
藤
　
正
道

４７
期
生

源
田
　
和
樹

石
塚
　
教
子

３３
期
生

前
田
　
僚
子

中
澤
　
晃
子

高
橋
　
時
子

林

　

美
喜

３４
期
生

坂
東
　
智
子

５‐
期
生

小
林
　
直
樹

５２
期
生

島
内
　
智
史

樋
口
　
大
介

５３
期
生

神
庭
あ
ゆ
み

３７
期
生

小
西
　
正
晃

菊
池
　
信
宏

７
期
生

簡
　
　
玲
子

金
子
喜

一
郎

吉
田
　
裕
子

田
中
　
洋

一

高
田
　
　
誠

齋
藤
　
紀
子

武
田
　
文
江

長
沢
　
久
夫

８
期
生

明
沼
　
令
子

夏
目
　
達
也

尾
澤
百
合
子

塩
入
　
幸
子

大
蔵
　
正
人

田
中
　
恭
子

岩
野
　
光
邦

後
藤
喜
佐
子

渡
辺
　
勝
子

９
期
生

簡澤
村
加
藤
大
島
有
巣
蔵
方

敏
直
子
浄
子
圭
子
昭
子
宏
昌

１０
期
生
　
　
　
篠
沢
　
達
也

佐 鈴 直伊 本 菊坂
藤 木井 東 間池 井

東 洋幹 浩克 武
樹 子 雄子 司芳清

′lヽ 片 15
谷 岡 期

敬  
生

子 護

涛宮 囲平
川尾 分 田

康 通裕 清
雄子 三 二

中 失 石 塩 藤
田 回 井 出 井
七

泰 雅 保 敏 員
雄 章 美 彦 行

「
期
生

吾
田
　
千
萱

難
波
喜
三
郎

松
井
　
岩
美

今
井
　
信

一

相
田
　
純
孝

森
田
　
真
弓

川
島
　
　
泰

田
ノ
倉
祥
夫

セ
期
生

長
澤
　
　
伸

浅
沼
　
正
典

藤
谷
　
之
康

川
島
　
　
透

相
原
　
　
勝

‐３
期
生

磯
部
　
和
子

都
川
　
正
之

美
谷
島
邦
子

小
林
　
　
正

岩
崎
　
　
勇

望
月
　
　
正

澤
間
　
譲
治

野
口
美
江
子

金
森
　
　
隆

新
井
　
國
貴

千
本
　
俊
江

宮
下
　
広
浩

脩
期
生

西
沢
　
久
雄

伊
藤
　
由
政

津
田
　
泰
夫

３５
期
生

堀
口
　
泰
志

山
口
　
一爪
美

石
鍋
　
　
斉

３８
期
生

熊
谷
　
和
巳

新
井
　
秀
樹

加
藤
　
由
枝

『
期
生

今
井
　
大
輔

清
水
　
史
彦

山
室
　
直
子

４４
期
生

林
　
　
隆
三

５。
期
生

石
塚
　
綾
子

５４
期
生

清
田
圭
太
郎

５５
期
生

中
條
　
　
妙

５７
期
生

向
　
麻
紗
美

匿
名

　

一
名

募
金
箱

「桐
の
木
」

盟 田

□

目団
Ｍ
出
「¬

合  計

21年度収入計

不Hlの本界金

行     4寸

年 会 賢
銀行利息等

賛助会員入会金

手莱生入会金

前年度線越金

5,807,752

3,359,995

110.758

754,620

1,354,000

617

1,140,000

2,447,757

収入

合  計

次年度繰越金

21年度支出計

4ilの本界ω横互金

雑    質
情報委員会賢

ler田 回コ再布寄付

新人生対策賢

手業生対策賢

ぽろにあ祭参加賢

周年事業積立金

名簿編集費

会報編集費

通信事務費

幹 子 会 貿

5,807,752

1,923,208

3.884.544

110.758

237.292

50,000

70,722

168,170

99,089

500,000

105,000

1.978,701

92.938

471.874

支出

22

合  計

度J火人口|

イHlの本界金

奇 4寸

争メく行利息等

牛栗生人会釜

同l年度繰越全

5.173.500

3.250.292

50.000

600,000

1,450,000

292
1.150.000

1.923.208

又入

含   言

予 備 :

幹 事 会 |

新入生対策

次年度線越金

22年反更出計

情報委員会質

働出国雨布奇付

Z再莱生対茶質

ぽろにあ崇参刃,費

周年薯業積立金

名簿編集賓

会〒k編集質

週イロ手務 賃

5,173.500

1,928,500

3245.000
50.000

30,000

100.000

50.000

70,000

140000
100,000

300,000

105,000

1.800.000

100,000

400,000



ロ
旧
口

圃
Ｅ
田
囲

＝
固閾

平
成
２．
年
度
活
動

は
以
下
の
通
り
で
す
。

幹
事
会
活
動

（∪
入
学
式
出
席
（
４
月
７

日
）
校
章
バ
ッ
ジ
贈
呈

○
幹
事
会

（
６
回
）

①^
名
律
編
冬
会
員
会
⌒２
旦

○
会
計
香
兵
ム
（３
畳

○
会
報
委
員
会

（
１７

回
）
○
会
報
３０
号
発
行

（
７
月
）

○
ぽ
ろ
に
あ
祭
参
加

（９
月
１９
日
、
２０
日
）

○
卒
業
式
予
行

（
３
月
１２
日
）
卒
業

生
へ
月
日
会
の
説
明

○
卒
業
式
出
席

（
３
月
１３
日
）
卒
業

証
書
ホ
ル
ダ
ー
贈
呈

母
校
協
力
活
動

○
体
育
祭

（
６
月
９
日
）
応
援

○
創
立
６０
周
年
記
念
事
業
委
員
会

（
９
回
）

○
創
立
６０
周
年
記
念
式
典

・
祝
賀
会

（
１１
月
２３
日
）

Ｐ
Ｔ
Ａ
協
力
活
動

○
ぼ
ろ
に
あ
祭
バ
ザ
ー
実
行
委
員
会

参
加

（
７
月
４
日
）

Ｏ
Ｐ
Ｔ
Ａ
歓
送
迎
会
参
加
（
７
月
４
日
）

Ｏ
Ｐ
Ｔ
Ａ
手
作
り
講
習
会
参
加
（９
月
５
ユ

○
ぽ
ろ
に
あ
祭
バ
ザ
ー
協
力

（
９
月

２０
日
）
売
り
子
役
で
手
伝
い

（①
ぽ
ろ
に
あ
祭
バ
ザ
ー
反
省
会
参
加
⌒１０
月
４
日
）

財
団
法
人
口
園
調
布
協
力
活
動

○
財
団
法
人
田
園
調
布
評
議
員
会

（
５
月
３０
日
、
１
月
２３
日
）

○
手
話
講
座
協
力

（
１０
月
３
日

。
大

田
区
地
域
連
携
講
座
）

幹
買

熊

谷

和

巳

併
財
団
法
人
田
園
調
布
中
株
鷲
理

ッ

カ
ー
大
会
協
力

（
■
月
２９
日
）

○
パ
ソ
コ
ン
講
座
協
力

（
２
月

・
大

田
区
地
域
連
携
講
座
）

○
財
団
法
人
田
園
調
布
小
学
生
野
球

大
会
協
力

（
３
月
１４
日
）

○
財
団
法
人
田
囲
調
布
グ
ラ
ウ
ン
ド
抽
選

立
会
い
、
１２
回

（毎
月
第
１
水
曜
日
）

清
流
会
協
力
活
動

○
清
流
会
総
会
参
加

（
６
月
２０
日
）

○
清
流
会
研
修
旅
行
参
加

（
１２
月
６
日
）

平
成
２．
年
度
は
６０
周
年
記
念
事
業

と
兼
務
の
中
、
母
枝
及
び
日
高
関
連

の
各
団
体
と
協
力
の
下
、
例
年
行
事

も
無
事

に
終
え
る
事
が
出
来
ま
し

た
。
引
き
続
き
、
会
員
の
皆
様
の
ご

支
援
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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評評 評評評 評評 評評 評評 評 会理

議議 議 議議 議議議 議議 議議 藍
員員 員員員 員員 員員 員 員員査 事

5656
期 期

第 31号

進
58期生の進路

路 状 況
合格者の多い四年制大学(浪人生含む)

平
成
二
十
二
年
度
月
日
会
役
員

役
　
職
　
　
氏
　
名
　
　
期

ハム
　
　
長
　
田
中
　
博
隆

（
６
期
）

副

〈ム
長
　
鍵
和
田
幹
夫

（
１９
期
）

副

ハム
長
　
源
田
真
由
美

（
２０
期
）

（兼

会
計
委
員
長
）

副

ハム
長
　
山
本
　
順
子

（
２４
期
）

（兼

名
簿
委
員
長
）

副

ハム
長
　
小
西
　
正
晃

（
３７
期
）

（兼

会
報
委
員
長
）

幹

事

長
　
熊
谷
　
和
巳

（
３８
期
）

副
幹
事
長
　
浅
田
　
裕

一

（
４５
期
）

会
計
監
査
　
家
入
　
□
子

（
３
期
）

会
計
監
査
　
干
川
　
勝
重

（
６
期
）

情
報
委
員
長
　
山
田
　
浩

一

（
４５
期
）

常
任
幹
事
　
金
子
喜

一
郎

（
７
期
）

常
任
幹
事
　
簡
　
　
　
敏

（
９
期
）

常
任
幹
事
　
鈴
木
　
洋
子

（
１１
期
）

常
任
幹
事
　
初
音
み
ね
子

（
１４
期
）

常
任
幹
事
　
新
井
　
図
貴

（
１５
期
）

常
任
幹
事

常
任
幹
事

常
任
幹
事

圭
日　
　
記

圭
日　
　
記

幹
　
　
事

幹

　

事

幹

　

事

幹

　

事

幹

　

事

幹

　

事

幹

　

事

幹

　

事

幹
　
　
事

幹
　
　
事

幹

　

事

重
谷
麻
奈
美

神
庭
あ
ゆ
み

溝
口
　
直
美

山
梨
　
裕
加

蛭
田
　
悠
真

染
野
美
代
子

寺
久
保
　
勲

千
本
　
俊
江

塚
田
ま
な
み

永
島
　
至
誠

永
峰
　
康
裕

松
永
　
泰
祉

鍋
田
　
尚
利

毎
熊
さ
ゆ
り

後
藤
　
史
典

根
岸
　
美
幸

（
５２
期
）

（
開
期
）

（
５３
期
）

（
５６
期
）

（
５６
期
）

（
１
期
）

（
４
期
）

（
・５
期
）

（
５３
期
）

（
５６
期
）

（
５６
期
）

（
５６
期
）

（
５６
期
）

（
５６
期
）

（
５７
期
）

（
５７
期
）

鍵
和
田
幹
夫

干
川
　
勝
重

金
子
喜

一
郎

簡
　
　
敏

源
田
真
由
美

山
本
　
順
子

小
西
　
正
晃

熊
谷
　
和
巳

浅
田
　
裕

一

山
田
　
浩

一

重
谷
麻
奈
美

神
庭
あ
ゆ
み

山
梨
　
裕
加

蛭
田
　
悠
宣
（

昨

年

１０

月

３
日

に

財

団

法

人

田

園

調

布

と

大

田

区

教

育

委

員

会

が

連

携

し
、
「
初
め

財
団
法
人
田
園
調
布
月
日
本雰関
係
役
申貝
　

　

初

め

て

の
手

話

講

座

理

事

長
　
田
中
　
博
隆

初
級
パ
ソ
コ
ン
語
座

月
日
会
情
報
委
員
会
の
活
動
と
し
て
平
成
２．
年
度

も
財
団
法
人
田
園
調
布
と
大
田
区
教
育
委
員
会
の
連

携
講
座

「
初
級
パ
ソ
コ
ン
講
座
」
（平
成

２２
年

２
月

中
開
催
）
の
運
営
に
協
力
し
ま
し
た
。
開
催
に
当
た
り

い
教
職
員
、
在
校
生
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
清
流
会
の
各
団
体
の

磯
多
大
な
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
協
力
に

い
よ
り
受
講
者
で
あ
る
地
域
の
方
々
と
世
代
、
団
体
を

一
越
え
た
貴
重
な
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。
受
講
希

一
望
者
は
定
員
２５
名
に
対
し
１６０
名
を
超
え
、
人
気
を
集

［
め
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま

中
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４５
期
　
山
田
　
４
空

編
君
一色
話
よ
麗

田
高
を
卒
業
し
て
月
日
会
に
入

り
、
は
じ
め
て
担
当
し
た
の
が
会
報

を
作
る
こ
と
で
し
た
。
当
時
約
５
年

ぶ
り
の
会
報
と
な
っ
た
第

１１
号
で
し

た
が
、
そ
れ
以
降
毎
年
発
行
を
続
け

て
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
編
集
に
携

わ

っ
て
い
ま
す
が
、
久
し
ぶ
り
の
編

集
長
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
度
は
母
校
６０
周
年
で
大
忙
し

と
な
り
ま
し
た
。　
一
つ
の
区
切
り
と

し
て
月
日
会
で
も
役
員
の
世
代
交
代

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
諮
り

す
る
会
報
と
な
り
ま
し
た
。
新
体
制

と
な

っ
て
も
会
報
は
会
員
の
皆
様
と

の
大
切
な
ツ
ー
ル
と
し
て
発
行
し
て

ま
い
り
ま
す
。
皆
様
の
会
費
と
ご
寄

付
で
成
り
立

っ
て
い
る
活
動
で
す
の

で
、
ご
理
解

・
ご
協
力
を
重
ね
て
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

３７
期
　
小
西
　
正
晃

６
期
）

・９
期
）

６
期
）

７
期
）

９
期
）

２０
期
）

２４
期
）

３７
期
）

３８
期
）

４５
期
）

４５
期
）

５２
期
）

開
期
）

平

成

２．
年

９
月

・９

・
２０
日
に
、
第

４５

回
ぽ
ろ
に
あ
祭
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
近
所
か
ら
遊
び
に
い
ら
し
て
く

だ
さ
っ
た
方
々
、
学
校
の
雰
囲
気
を
知
ろ
う
と
す
る
受
験

生
、
思
い
出
や
後
輩
や
同
級
生
な
ど
の
知
り
合
い
に
会
い

に
来
た
卒
業
生
な
ど
大
勢
の
方
が
参
加
し
て
お
り
ま
し
た
。

小
会
議
室
で
月
日
会
が
催
し
て
い
る
昔
遊
び
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
常
連
と
な

っ
た
小
さ
な
お
客
さ
ん
が
遊
び
に
来
ま

す
。
私
も
け
ん
玉
や
お
手
玉
に
挑
戦
し
、　
一
緒
に
遊
ん
で

し
ま
い
ま
し
た
。
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
あ
る
昔
の
会
報
や
写
真
を
見
て
思
い
出
話

を
し
て
い
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
在
校
生
も
休
憩
の
代
わ
り
に
訪
れ

て
、
プ
リ
ク
ラ
を
撮
り
、
展
示
を
見
学
し
、
昔
遊
び
を
体
験
し
て
く
れ
ま
し
た
。

田
高
に
つ
い
て
、
歴
史
や
文
化
、
人
々
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
知

っ
て
も
ら
え

た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５６
期
　
山
梨
　
裕
加

田
高

「ぼ
ろ
に
あ
票
」
第
２４
回

「ふ
れ
あ
い
パ
ザ
ー
」

９
月
１８
日

（土
）
１０
時
～
１２
時

（予
定
　
口叩
物
な
く
な
り
次
第
終
了
）

献

品

を

お

願

い

い
た

し
ま

す

　

８
月
末
日
求
で
に

月
貝

Ａ事
務
局
宛

売
上
金
は
、
財
団
法
人
田
園
調
布
に
寄
付
さ
れ
、
学
校
支
援

・
地
域
支
援

（大
田
区
社
会
福
祉
事
業

へ
の
寄
付
ほ
か
）
の
活
動
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
年
の
ぼ
ろ
に
あ
鎌薇

９
月
１８
日
室
）、
‐９
日
言
）
に
開
一優
さ
れ
ま
す
。
⌒２
日
間
公
廼

サ
ツ
カ
ー
大
会

平
成

２．
年

１１
月
２９
日
（
日
）
多
摩
川

河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
財
団
法
人

田
園
調
布
杯
第

６
回
中
学
生
サ

ッ
カ

ー
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
試
合

は

４
テ
ー
ム
の
総
当
た
り
戦
で
行
わ

れ
、
中
学
生
た
ち
の
熱

い
戦
い
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
恒
例
と
な

っ

た
田
一局
サ

ッ
カ
ー
部
と

コ
ー
チ
チ
ー

ム
で
の
模
範
試
合
も
行
わ
れ
、　
一
味

違

っ
た
戦
い
も
楽
し
め
ま
し
た
。

原
稿
執
筆
時
、
ち
ょ
う
ど
日
句
＞
ワ

ー
ル
ド
カ

ッ
プ
が
開
幕
し
ま
し
た
。

将
来
日
本
代
表
選
手
が
こ
の
４
チ
ー

ム
の
中
か
ら
選
ば
れ
、
活
躍
し
て
く

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

４５
期
　
浅
田
　
裕

一

含
唱
票

春
ま
だ
浅
い
３
月

１９
日
、
め
ぐ
ろ
パ
ー
シ
モ
ン
に
て
田

高
１
、
２
年
生
に
よ
る

”
校
歌
＋
自
由
曲
の
合
唱
祭
”
を

聴
い
て
き
ま
し
た
。

全

１２
ク
ラ
ス
そ
れ
ぞ
れ
特
長
が
出
て
い
て
２
時
間
半
が

あ

っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

金
賞

・
銀
賞
共
２
年
生
が
取
り
ま
し
た
が
、
私
の
自
己

採
点
で
は
１
年
生
の
中
に
も
素
晴
ら
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を

聴
か
せ
て
く
れ
た
ク
ラ
ス
が
あ
り
是
非
銀
賞
を
あ
げ
た
い

な
と
思
い
ま
し
た
。

全
般
に
予
想
以
上
に
良
い
出
来
で
、
斉
唱
と
は
違
う
厚

み
の
あ
る
、
混
声
四
部
の
校
歌
に
感
心
す
る
と
と
も
に
、

毎
年
恒
例
に
な
っ
た
こ
の
企
画
の
素
晴
ら
し
さ
に
し
み
じ
み
感
じ
入
り
ま
し
た
。

コ
ー
ラ
ス
を
通
じ
て
得
る
も
の
の
大
き
さ
を
き

っ
と
学
生
自
身
が
体
感
し
た

こ
と
で
し
ょ
う
。
練
習
を
通
し
て
協
力

・
信
頼

・
絆
が
深
ま
り
、
日
高
生
と
し

て
の
誇
り
や
喜
び
を
ず

っ
と
将
来
ま
で
持
ち
続
け
る
と
思
い
ま
す
。
９
期
　
簡
　
敏

多
摩
川
河
川
敷

清
掃
活
動
に
参
加

去
る
６
月
１３
日

（日
）
に
財
団
法
人
田
園
調
布
の
評
議
員
と
し
て
参
加
し
ま

し
た
。
今
回
当
初
は
２８０
亀
の
参
加
予
定
で
大
田
区
に
参
加
申
込
み
を
し
ま
し
た

が
、
最
終
的
に
３‐０
名
余
の
参
加
者
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
９
時
３０
分
頃
に
田
グ
ラ
に
生
徒
、
教
職
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
清
流
会
、
月
日

会
の
人
た
ち
が
集
合
し
、
財
団
理
事

・
評
議
員
の
方
に
大
田
区
の
丸
子
橋
受
付

で
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
い
た
後
、
２
年
生
生
徒
達
と
共
に
２８０
名
余
分
の
軍
手

と
ゴ
ミ
袋
を
田
グ
ラ
ま
で
運
び
、
諸
説
明
の
後
に
記
念
撮
影
、
軍
手

・
ゴ
ミ
袋

配
布
そ
し
て
い
よ
い
よ
清
掃
活
動
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
梅
雨
入
り
間
近
な
が
ら
、
風
が
強
か

っ
た
も
の
の
よ
く
晴
れ
ま
し

た
。
当
方
は
団
体
の
し
ん
が
り
を
勤
め
月
日
会
の
懺
旗
を
持
ち
ま
し
た
。

今
回
、
清
掃
に
取
り
組
む
在
校
生
の
頼
も
し
さ
を
見
守
り
つ
つ
、
周
囲
の
環

境
の
清
掃
美
化
活
動
に
関
心
を
持
ち
続
け
よ
う
と
お
も
い
ま
し
た
。

３８
期
　
熊
谷
　
和
巳

て
の
手
話
講
座
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
田
高
生
有
志
と
地

域

の
方

々
が

共

に
席

を

並

べ
、
視
聴
覚
室

で

「
手
話
と

は
何
か
」
を
主
題
に
熱
心
に

学
び
ま
し
た
。
聴
覚

に
障
害

を
持
ち

つ
つ
、
手
話

の
普
及

の
為

に
ご
尽
力
な
さ

っ
て
い

る
野
澤
克
哉
先
生
を
ご
紹
介

頂
き
、
講
師
を
お
願

い
致
し

ま
し
た
。
障
害
を
持

つ
人
も

同
じ
社
会
で

一
緒
に
生
き

て

い
る
こ
と
を
学
ん
だ
刺
激
的

な
講
義
で
し
た
。

５３
期
　
神
庭
あ
ゆ
み

野
球
大
会

３
月

１４
日

（
日
）
好
天
の

下
、
財
団
法
人
田
園
調
布
第

３
回

「
小
学
生
野
球
大
会
」

が
多
摩
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
年
長
か
ら

小
学
校

３
年
生
ま
で
の
ち
び

っ
子
達
で
す
が
、
素
晴
ら
し

い
プ
レ
ー

の
連
続
、

つ 逆 勝 特

ご穏潜撓
サ
ヨ

ナ
フ

で
の
決
着
と

い
う
劇
的

な
幕
切
れ
、
お
母
さ
ん

方
も
声
を
枯
ら
し
て
の

応
援

で
終
日
賑
や
か
で

し
た
。
現
役
野
球
部
は
練
習

試

合

の
た

め

、

３
年

生

・
卒
業
生
の
有
志
が

大
会
運
営
を
支
援
し
て

く
れ
ま
し
た
。

‐９
期
　
鍵
和
国
　
幹
夫

お知らせください !

会報を読んでのこ意見、こ感想がありましたらこ連絡くだ

さい。 また、同期会開催案内、寄稿、住所変更等について
のお問い合わせも下記にお願しヽいたします。尚、お寄せ頂い

た情報は掲載できないこともこざいますのでこ了承下さい。
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教 職 員 異 動
【転
出
】

中
野
　
英
雄

（校
長
）
小
山
台

三
木
　
和
弘

（国
語
）
新
宿
山
吹

近
藤
統
紀
子

（国
語
）
蒲
田

磯
田
　
隆
弘

（政
経
）
調
布
北

並
木
　
重
光

（数
学
）
蒲
田

高
柳
絵
美
子

（生
物
）
桜
町

濱
崎
　
　
桂

（保
体
）
日
比
谷

浜
田
　
庫
司

（英
語
）
西

伊
藤
　
　
堂
ヱ
（室
長
）

中
郡
支
援
セ
ン
タ
ー

田
中
さ
ゆ
り
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事
）
目
黒
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桑
原
　
　
洋

（校
長
）
美
原

高
野
　
　
忍

（国
語
）
農
業

高
嶋
さ
と
り

（国
語
）
新
規

岡
田
　
恭
子

（政
経
）
永
山

逢
坂
　
範
彦

（数
学
）
本
所

小
林
　
智
子

（生
物
）
神
代

新
田
　
　
靖

（保
体
）
新
宿

中
村
　
信
明

（英
語
）
新
任

鈴
木
真
由
美

（室
長
）

桜
修
館
　
都
大
附
属

里
見
亜
矢
子

（主
任
）
西


